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からだ・こころの健康や食事のことなど相談してみませ
んか。健診結果の説明や血圧測定、体組成計による測定
もできます。
▶と　き／３月17日（月）　①午前９時30分から
　　　　　　　　　　　　②午前10時30分から
▶ところ／保健センター
▶持ち物／健康手帳（お持ちの人）、
　　　　　みそ汁（大さじ１杯程度、塩分測定希望者）
▶申込期限／３月13日（木）

健康栄養相談

入園・入学・進級に備え、必要な予防接種を受けて病気
を未然に防ぎましょう。
母子健康手帳を確認し、まだ受けていない予防接種があ
れば早めに接種しましょう。対象年齢を過ぎても接種す
ることは可能ですが、全額自己負担となります。接種時
期を遅らせると免疫がつくのが遅れ、重い感染症になる
危険性が高まります。感染症から子どもを守るためにも、
適切な時期に接種しましょう。
詳細は、町ホームページを確認するか、
保健センターへお問い合わせください。

３月１日～７日は子ども予防接種週間

自殺に追い込まれることは決して特別ではありません。身近な問題が連鎖・深刻化することで引き起こされます。

心の「ＳＯＳ」をひとりで抱え込まないで、勇気を出して誰かに相談しましょう。
「死にたい気持ち」にさいなまれたら医療機関を受診しましょう。

３月は自殺対策強化月間です

子育てについて、悩みを相談しませんか。身体測定もで
きます。
▶と　き／４月８日（火）　午前９時15分～11時
▶ところ／保健センター
▶対　象／乳幼児
▶持ち物／母子健康手帳
▶予約方法／二次元コードから
　　　　　　（当日予約のみ電話）

乳幼児すこやか相談

女性は思春期、成熟期、更年期、老年期とそのホルモン
状態や、結婚、育児などのライフステージによって男性
とは異なった心身の変化をしています。
次の項目に気をつけましょう。
・バランスよく食べましょう
・運動を無理なく楽しく続けましょう
・「やせ」と「肥満」は要注意
・からだを冷やさないようにしましょう
・便秘に注意。頻尿や尿漏れなどのトラブルは早めに受
診しましょう

・タバコはNG。お酒は控えめに
・月経の状態は健康の大切なバロメーター。「月経がな
い」「周期が乱れる」「量が多い」などのトラブルは早め
に受診しましょう

・情報提供サイト「女性の健康推進室　ヘルスケアラボ」
では、女性の病気セルフチェックや女子力アップレシ
ピなど情報発信をしています

３月1日～８日は「女性の健康週間」です

後　見

保　佐

補　助

判断能力が常に欠けている状態の人

判断能力が著しく不十分な人

判断能力が不十分な人

▶と　き／３月26日（水）　午前９時30分～ 11時30分
▶ところ／いぶき苑別館　花ホール
▶定　員／25人（先着順）
▶参加費／200円（運営協力費）

垂井町認知症カフェ　
メモリーカフェいぶきっさ

物忘れが気になる人や認知症の人、その
家族、地域のみなさんと交流しませんか。
お茶を飲みながら、楽しい時間を過ごし
ましょう。

申・問 特別養護老人ホームいぶき苑　☎22-5211

みんなで楽しく貯筋トレーニング

申・問 NPO法人Let'sたるい(事業委託業者)　☎22-0139

垂井町一般介護予防事業　
シニアはつらつ教室

成年後見制度とは、認知症、知的障がい、精神障がいな
どが理由で判断能力が不十分な人に対して権利や財産を
守るための支援を行う制度です。

すでに判断能力が不十分な状態になられた人が財産管理
や身上監護を第三者に代わりに行ってもらう制度です。
本人の判断能力に応じて「後見」「保佐」「補助」の３つの類
型があります。

成年後見制度

▶対　象／町内在住の65歳以上
▶定　員／１コマ15人
▶参加費／無料

成年後見制度は次の２種類があります
法定後見制度

・通帳や保険証などの保管
・収支の管理
・金融機関との取引　など

例えばこんな支援をします

こんなことはありませんか？

財産管理

・介護施設の入所手続きや支払い
・医療・福祉サービスの手続き
・医療機関への受診に関する
　手続き　など

身上保護

本人の判断能力が十分なうちに、判断能力が不十分になっ
た時に備えて、あらかじめ契約で決めておく制度です。

地域包括支援センターでは、成年後見制度や権利擁護に関
する相談を行っていますので、気軽にご相談ください。

・物忘れがひどく、財産管理が不安になった
・親の財産を整理して、施設入所費用にあてたい
・今は元気だが、将来認知症になったらと不安がある
・認知症の親を悪徳商法などから守りたい

自殺の引き金になる問題
健康問題 ･･･ うつ病、身体の病気など　　　経済・生活問題 ････ 生活苦、多重債務など
勤務問題 ･･･ 過労、職場の人間関係など　　男女問題 ･･････････ 失恋、パートナーからの暴力など
学校問題 ･･･ 学業不振、進路の悩みなど　　家庭問題 ･･････････ 夫婦関係の不和、介護、育児疲れなど

任意後見制度

厚生労働省ウェブサイト『まもろうよこころ』

電話やSNSの相談窓口などの情報を分かりやす
く紹介しています。

困ったときの相談方法・窓口

睡眠不足は、からだの健康だけではなく、うつ病などこころの健康にも影
響を及ぼします。日常的に質・量ともに十分な睡眠を確保することを心が
けましょう。
質の良い睡眠をとるためには…
・日中はできるだけ日光を浴びましょう
・寝室にはスマートフォンやタブレット端末を持ち込まず、できるだけ暗
くして寝ましょう
・寝室は暑すぎず寒すぎない温度で、就寝１～２時間前に入浴し身体を温
めてから寝床に入りましょう
・できるだけ静かな環境で、リラックスできる寝衣・寝具で眠りましょう

睡眠とれていますか？

ところと　き

①9:30
　～10:30
②10:40
　～11:40

①13:00
　～14:00
②14:10
　～15:10

３月14日（金）

３月24日（月）

３月27日（木）

３月28日（金）

３月20日
　　（木・祝）

栗原地区まちづくりセンター

府中地区まちづくりセンター

東地区まちづくりセンター

表佐地区まちづくりセンター

岩手地区まちづくりセンター
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